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様々な因子で正常細胞の癌遺伝子や癌抑制遺伝子が傷つけられて

最終的にがんを引き起こすといわれています。

癌遺伝子癌抑制遺伝子

私たちのできることは？

病理学教室は附属病院病理検査室も兼ねており、教育・研究だけでなく、患者さんの病理診断・細胞診断にも携わっています。
はやく見つけて、はやく診断、はやく治療！ 患者さんのQOL（quality of life）向上に役立つよう日々努力しています。

がんになるのは

なぜ？

なるべく早く見つけましょう！

乳がんの場合は、乳がん検診でいくつか検査をし、

がんが疑われる場合は詳しい検査を追加します。

マンモグラフィー検査 超音波検査

穿刺吸引細胞診検査

手術以外の治療法は？

がんの種類・特徴によって使う薬を選ぶことができます。

そのためにがん増殖にかかわる遺伝子やがんの種類の

特定につながる検査を手術前に行っています。
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乳がんの代表的な症状

細胞増殖を抑制する

「ブレーキ」

細胞増殖をオンにする

「アクセル」


